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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも表示部を有する第１筐体と、少なくとも主操作部を有する第２筐体とが開閉
可能に連結され、前記主操作部は閉状態にて前記第１筐体により塞がれ且つ開状態にて外
側に露出するとともに、前記表示部の表示面は閉状態及び開状態のいずれの状態でも外側
に露出させることが可能な重ね型携帯端末装置であって、
前記閉状態にて前記両筐体の互いに対向する面以外の面に補助操作部を備え、且つ前記閉
状態では、項目が一次元的に配列された、前記補助操作部により操作される第１の選択画
面を前記表示部に表示し、前記開状態では、項目が多次元的に配列された、前記主操作部
により操作される第２の選択画面を前記表示部に表示するようにし、
前記両筺体の開閉を検出する状態検出部と、前記表示部の表示画面を切り換える制御部と
を有し、該制御部は前記状態検出部に基づく開閉状態に応じて前記第１の選択画面と前記
第２の選択画面を切り換え、
前記補助操作部は、前記第１筐体と前記第２筐体とが開状態である場合は操作を無効とさ
れる、ことを特徴とする重ね型携帯端末装置。
【請求項２】
前記第１の選択画面の項目は文字表示であり、前記第２の選択画面の項目はアイコン表示
であることを特徴とする請求項１に記載の重ね型携帯端末装置。
【請求項３】
前記主操作部は二次元的な操作が可能なキーを有し、前記補助操作部は一次元的な操作が
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可能なレバーを有することを特徴とする請求項１又は２に記載の重ね型携帯端末装置。
【請求項４】
前記補助操作部は、前記第１筐体と前記第２筐体とが閉状態である場合は操作を有効とさ
れることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の重ね型携帯端末装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話機やＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａ
ｎｔｓ）等の重ね型携帯端末装置に関し、具体的には、互いに重ね合わせ可能に連結され
た複数の筐体から構成され、いずれかの筐体に備える表示部の表示面を重ねた状態及びそ
れ以外の状態でも外側に露出させ、前記いずれの状態でも表示面に出力情報を表示させる
ことが可能な重ね型携帯端末装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、２つの筐体を折り畳むことが可能な折り畳み型携帯端末装置として、図１２に示
すような折り畳み型携帯電話機２が一般的に知られている。この折り畳み型携帯電話機２
は、一方の筐体４の内側面１０に出力情報を表示するＬＣＤ（液晶ディスプレイ）等の表
示面１２及びスピーカー１３が設けられており、他方の筐体６の内側面１４に主操作部１
６及びマイク１５が設けられている。
【０００３】
　主操作部１６には、表示面１２に表示される項目を選択することができるように、上下
左右の方向に指示することができる十字キー１８やテンキー、その他各種のキーが配置さ
れている。
【０００４】
　このような折り畳み型携帯電話機２は、折り畳み型携帯電話機２が持つ各種機能を選択
画面として表示面１２に表示するようになっており、その際、各種機能がどのようなもの
なのかを理解することができるように、文字により表示し、これを図８のように配列した
ものがあった。
【０００５】
　しかしながら、図１２に示すような折り畳み型携帯電話機２においては、一方の筐体４
と他方の筐体６が折り畳まれているときには、これを開いてからでなければ表示面１２を
見ることができず、折り畳んだ状態では表示面１２に情報を出力しても閲覧することがで
きないといった問題があった。このような手間がかかって煩わしいという問題を解決する
ために、折り畳んだ状態又はこれに相当する状態にした場合であっても、表示面１２が外
側に向くようにしたものがある。
【０００６】
　このような携帯端末装置としては、例えば特許文献１に記載されているような重ね型携
帯端末装置がある。この重ね型携帯端末装置は、連結される２つの筐体を開いた状態では
、図１２に示す折り畳み型携帯電話機２の姿勢と同様に、一方の筐体に設けられている表
示面が内側を向いている。
【０００７】
　しかしながら、このような従来の重ね型携帯端末装置は、前記折り畳み型携帯電話機２
とは異なり、２つの筐体の連結部で、一方の筐体を１８０度捻りながら折り畳んで重ねる
ことができる構造になっているので、表示面が外側に向くようにして２つの筐体を重ねる
ことができる。
【０００８】
　ところが、ユーザーは表示面を見ることができても、２つの筐体が重ねられた状態のま
までは、主操作部が表示面側の筐体により覆われて隠れてしまうため、その操作部を操作
することができない。このような問題を解決するため、例えば特許文献２に記載されてい
る発明のように、補助操作キーを筐体側面に配置したものがある。
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【特許文献１】特開２００２－１４１９８４号公報
【特許文献２】特開２００２－３３８０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、筐体側面は幅や面積に制限があるため、補助操作キーとして十字キーやこれ
に相当するキーを配置することは難しい。その為、２つの筐体を重ねた状態で携帯電話機
２が備える各種機能を表示面を介して見ることができるようにしても、図８に示すように
、文字で表示した項目を縦方向にのみ一次元的に並べた選択画面でしか表示させることが
できず、また、表示面には重ねた状態及び開いた状態に関係なく同じ選択画面が表示され
ていた。
【００１０】
　しかしながら、携帯電話機２のように限られた大きさの表示面に、文字で表示した項目
を一次元的に並べた選択画面を表示する場合、一度に多くの項目を並べようとすると文字
が小さくなって視認性が悪くなり、逆に文字を大きくすると一度に表示できる項目数が減
るために特定の項目を探す場合、補助操作キーの操作によって選択画面をスクロールさせ
なければならず、操作性の点で不都合があった。
【００１１】
　そして、従来の重ね型携帯端末装置においては、重ねた状態及び開いた状態に関係なく
前述した選択画面が表示されていたため、開いた状態では主操作部の十字キー等によって
上下左右を選択することができるものの、前記選択画面の項目を選択する場合、上下方向
の操作のみしか使用しないために主操作部の機能を十分に生かすことができないといった
課題もあった。
【００１２】
　そこで、本発明は、２つの筐体を重ねた場合と開いた場合で異なる選択画面を設け、２
つの筐体を重ねて主操作部が操作できないような場合には、補助操作部により操作するこ
とが可能な選択画面を表示面に表示させ、２つの筐体を開いて主操作部が操作できるよう
な場合には、主操作部の機能を生かした操作が可能でかつ視認性の良い選択画面を表示部
に表示させるようにした重ね型携帯端末装置を提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　即ち、上記課題に鑑み、請求項１に係る発明は、少なくとも表示部を有する第１筐体と
、少なくとも主操作部を有する第２筐体とが開閉可能に連結され、前記主操作部は閉状態
にて前記第１筐体により塞がれ且つ開状態にて外側に露出するとともに、前記表示部の表
示面は閉状態及び開状態のいずれの状態でも外側に露出させることが可能な重ね型携帯端
末装置であって、前記閉状態にて前記両筐体の互いに対向する面以外の面に補助操作部を
備え、且つ前記閉状態では、項目が一次元的に配列された、前記補助操作部により操作さ
れる第１の選択画面を前記表示部に表示し、前記開状態では、項目が多次元的に配列され
た、前記主操作部により操作される第２の選択画面を前記表示部に表示するようにし、前
記両筺体の開閉を検出する状態検出部と、前記表示部の表示画面を切り換える制御部とを
有し、該制御部は前記状態検出部に基づく開閉状態に応じて前記第１の選択画面と前記第
２の選択画面を切り換え、前記補助操作部は、前記第１筐体と前記第２筐体とが開状態で
ある場合は操作を無効とされる、ことを特徴とする重ね型携帯端末装置。
【００１４】
　請求項２に係る発明は、請求項１に記載の重ね型携帯端末装置であって、前記第１の選
択画面の項目は文字表示であり、前記第２の選択画面の項目はアイコン表示であることを
特徴とする。
【００１５】
　請求項３に係る発明は、請求項１又は２に記載の重ね型携帯端末装置であって、前記主
操作部は二次元的な操作が可能なキーを有し、前記補助操作部は一次元的な操作が可能な
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レバーを有することを特徴とする。
【００１６】
　請求項４に係る発明は、請求項１から３のいずれか１項に記載の重ね型携帯端末装置で
あって、前記補助操作部は、前記第１筐体と前記第２筐体とが閉状態である場合は操作を
有効とされることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　以上のように、本発明の重ね型携帯端末装置によれば、２つの筐体が閉じられた状態の
ままわざわざ開くことなく、ユーザーは各種機能を選択画面より選択及び決定等の操作を
することができる。また、開状態及び閉状態で異なる選択画面を設け、閉状態では補助操
作部による操作に適した第１の選択画面を、開状態では主操作部による操作に適した第２
の選択画面をそれぞれ表示させることができるため、補助操作部及び主操作部の機能を十
分に生かすことができる。
【００１９】
　特に、第２の選択画面では、項目をアイコン表示させることにより、各種機能を直感的
に理解させることができるとともに、アイコンを多次元的に配列することで、限られた大
きさを有する表示面に多くの項目を表示させることができるため、視認性及び操作性を高
めることができる。
【００２０】
　このような重ね型携帯端末装置によれば、２つの筐体を閉じた状態のままでわざわざ開
くことなく、ユーザーは表示面に表示される選択画面から特定の項目の選択及び決定の操
作をすることができる。また、２つの筐体を開いた状態においては、主操作部の機能を生
かし、視認性の良い選択画面を表示して、特定の項目の選択及び決定をすることができる
ので便利である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明に係る重ね型携帯端末装置の実施の形態について、図面に基づいて具体的
に説明する。
【００２２】
　図１ないし図１１は、本発明の重ね型携帯端末装置の一実施の形態に係る、重ね型携帯
電話機３０について説明するために参照する図である。これらの図に示す重ね型携帯電話
機３０は、従来の折り畳み型携帯電話機２と同様の部分には同じ符号を付して説明し、従
来と同様の構成についての重複する説明は省略するものとする。
【００２３】
　この重ね型携帯電話機３０は、図１及び図２に示すように、第１筐体３２と第２筐体３
４で構成され、第１筐体３２と第２筐体３４を貫く方向に設けられた軸３６により連結さ
れている。
【００２４】
　重ね型携帯電話機３０は、第１筐体３２と第２筐体３４を重ねた状態でも表示面１２を
外側から見ることができるように第１筐体３２の第２筐体３４と反対側の面に表示部１１
を設けてあり、また、操作することもできるように、第１筐体３２及び第２筐体３４のそ
れぞれの側面３８，４０には、補助操作部としてのサイドキー４２と３方向レバー４４が
設けられている。
【００２５】
　なお、１３ａ及び１３ｂはそれぞれ第１筐体３２の表示部１１が配置された面に設けら
れたスピーカーで、表示部１１を挟んで上下に配置されており、また、１５は第２筐体３
４の主操作部１６が配置された面に設けられたマイクである。
【００２６】
　重ね型携帯電話機３０は、第１筐体３２と第２筐体３４が重ねられた状態から、軸３６
を中心にして、第１筐体３２を矢印ａに示すように１８０度回動することにより，図３及
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び図４に示すように、第２筐体３４に設けられた主操作部１６が外側に見える、開いた状
態にすることができる。また、このとき表示面１２は主操作部１６と略同じ方向を向いた
状態で回動するため、開いた状態でも表示面１２を外側から見ることができる。
【００２７】
　なお、本実施の形態に係る重ね型携帯電話機３０は、第１筐体３２が軸３６を中心にし
て回動するような構造としたが、これとは別の実施の形態として、レール等を設けて、図
１に示した状態から第１筐体３２が、第２筐体３４に対して矢印ｂに示す方向にスライド
する構造としてもよい。
【００２８】
　或は、特開２００２－１４１９８４号公報に記載された発明のように、第１筐体３２と
第２筐体３４が連結されて、この連結部が折り畳み動作と捻り動作を共にすることができ
るような構造としたものであってもよい。
【００２９】
　したがって、重ね型携帯端末装置をこれらのような構造としても、本実施の形態に係る
重ね型携帯電話機３０と同様に、図１及び図２に示すような状態や、図３及び図４に示す
ような状態にすることができる。このため、本発明では、図１及び図２に示すような状態
を「重ねた状態」又は「閉状態」といい、図３及び図４に示すような状態を「開状態」と
いうこととする。
【００３０】
　次に、主操作部１６及びサイドキー４２と３方向レバー４４等について、説明する。重
ね型携帯電話機３０は、図３に示すように、第１筐体３２と第２筐体３４が開いた状態で
は、第２筐体３４の内側に設けられている主操作部１６を操作することができると共に、
十字キー１８も使用することができる。このとき誤動作を防止するために、サイドキー４
２及び３方向レバー４４によってされる操作は無効となるようにする。
【００３１】
　また、重ね型携帯電話機３０は、図４に示すように、その背面にカメラ４６、鏡４８、
録画用マイク５０を備えており、これらは、第１筐体３２と第２筐体３４が開いている状
態でも、或は重ねられている状態でも動作することができる。
【００３２】
　なお、図５に示すように、第１筐体３２と第２筐体３４が重ねられている状態で使用す
る３方向レバー４４は、上方向（矢印ｃ）及び下方向（矢印ｄ）に動かすことができ、そ
してセンター方向に押下（矢印ｅ）することができるようになっている。
【００３３】
　したがって、閉状態において図８に示すように、表示面１２に表示される第１の選択画
面７２の項目が上下方向に配列されている場合（一次元的配列）には、３方向レバー４４
の動作を、上方向（矢印ｃ）及び下方向（矢印ｄ）に動かしたときには項目の選択に、セ
ンター方向に押下（矢印ｅ）したときには選択した項目の決定に割り当てることができる
。
【００３４】
　図６は、重ね型携帯電話機３０の回路図を示し、符号６０に示す各種機能部は制御部６
２の下で動作するようになっている。この回路において、状態検出手段（状態検出部）６
４は、図１ないし図４において図示されていないが、第１筐体３２と第２筐体３４が閉状
態にあるか、或は開状態にあるのかを検出するものである。このような状態検出手段６４
には、例えば第１筐体３２の回動により導通する接点を設けるようにしてもよいし、機械
的スイッチやセンサーを設けるようにしてもよい。
【００３５】
　第１筐体３２と第２筐体３４が開かれた場合（開状態）には、状態検出手段６４は制御
部６２にその旨の信号出力をする。制御部６２はこの信号を受けて、サイドキー４２及び
３方向レバー４４が操作されてもその操作が無効となるようにロックする。
【００３６】
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　また、開状態から第１筐体３２が１８０°回動して第２筐体３４に重ねられた状態にな
ると、表示面１２の画面の向きが上下逆になるので、そのようなときは表示画面が１８０
°反転して表示されるようになっている。
【００３７】
　また、第１筐体３２と第２筐体３４が重ねられた状態（閉状態）となった場合には、状
態検出手段６４は制御部６２にその旨の信号を出力して、サイドキー４２及び３方向レバ
ー４４の操作無効のロックを解除して操作を有効化する。
【００３８】
さらに、この重ね型携帯電話機３０は、第１筐体３２と第２筐体３４の開状態は勿論のこ
と、閉状態でも各種機能を動作させることができるようになっており、特に通話を行うこ
ともできる。
【００３９】
　すなわち、開状態にて重ね型携帯電話機３０に着信があった場合、２つのスピーカー１
３ａ，１３ｂより独立した着信音が鳴り、ステレオ効果をもった着信音が放音され、主操
作部１６のいずれかのキーを押下すると、着信音が止まり、スピーカー１３ｂが不動作と
なるとともに、スピーカー１３ａが受話スピーカーとなり、またマイク１５が動作して通
話を行うことができ、また、閉状態にて重ね型携帯電話機３０に着信があった場合、開状
態と同様に２つのスピーカー１３ａ，１３ｂよりステレオ効果をもった着信音が放音され
、補助操作部の３方向レバー４４をセンター方向に押下すると、着信音が止まり、スピー
カー１３ａが不動作となるとともに、スピーカー１３ｂが受話スピーカーとなり、またマ
イク１５が動作して通話を行うことができるようになっている。
【００４０】
　次に、図７ないし図９は、表示面１２に表示される画像を示したものである。図７は、
重ね型携帯電話機３０が一定時間以上操作されなかった場合等に表示される待受け画面７
０である。
【００４１】
　図８は、第１筐体３２と第２筐体３４が重ねられている状態（閉状態）における第１の
選択画面７２である。第１筐体３２と第２筐体３４が重ねられている状態では、サイドキ
ー４２及び３方向レバー４４による操作が行なわれるので、これに対応して第１の選択画
面７２には各種機能を文字列の項目として縦方向に配列（一次元的に配列）している。
【００４２】
　なお、図中においては、Ｅメールの項目が反転表示しているが、このように反転表示し
ている項目が選択されているものであることを、ユーザーに認識させるようになっている
。ユーザーは、操作しようとする項目が反転表示していることを確認して、３方向レバー
４４をセンター位置で押下することにより（図５中、矢印ｅ）、その項目を決定する。
【００４３】
　図９は、第１筐体３２と第２筐体３４が開かれた状態（開状態）における第２の選択画
面７４である。第１筐体３２と第２筐体３４が開かれた状態では、主操作部１６の十字キ
ー１８を使用することができるので、これに対応して第２の選択画面７４には各種機能を
縦横２次元的に配列したアイコンにより表示している。
【００４４】
　なお、図中においては、アドレス帳のアイコンが枠で囲まれているが、これは、枠で囲
まれている項目が選択されているものであることを、ユーザーに認識させるようにしたも
のである。
【００４５】
　このように、第１の選択画面７２及び第２の選択画面７４は、重ね型携帯電話機３０の
各種機能を項目的に表示しているので、ユーザーは、これらの項目の中から、特定の機能
を選択することができるようになっている。また、ユーザーが、これらの項目の中から特
定の機能を選択した場合に、その特定した機能のさらに詳細な項目を、第１の選択画面７
２や第２の選択画面７４と同様の方法で表示することができる。このため、本発明におい
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て選択画面とは、各種機能を項目的に表示するメニュー画面や各種機能中における項目を
表示する画面であって、操作部によって選択することができる画面のことをいうこととす
る。
【００４６】
　次に、図１０及び図１１のフローチャートに基づいて、重ね型携帯電話機３０の動作に
ついて説明する。
【００４７】
　重ね型携帯電話機３０の第１筐体３２と第２筐体３４が閉状態で、一定時間以上操作さ
れていない場合には、表示面１２には、図７に示す待受け画面７０が表示される（ステッ
プＳ１）。この状態で、ユーザーが何等の操作も行わなければ（ステップＳ２のＮｏ「Ｎ
」）、表示面１２にはそのまま待受け画面７０が表示され続ける（ステップＳ１）。
【００４８】
　ユーザーが何らかの操作をするために、第２筐体３４の３方向レバー４４をセンター位
置で押下すると（ステップＳ２のＹｅｓ「Ｙ」）、表示面１２には，図８の第１の選択画
面７２が表示される（ステップＳ３）。この第１の選択画面７２からユーザーが希望する
項目を選択及び決定した場合には（ステップＳ４のＹｅｓ「Ｙ」）、その項目に対応する
各機能の動作に遷移する（ステップＳ５）。
【００４９】
　ステップＳ４において、ユーザーが第１の選択画面７２から特定の項目を選択せずに、
又は特定の項目を選択した後これを決定するための操作を行わずに（ステップＳ４のＮｏ
「Ｎ」）、第１筐体３２を第２筐体に対して開いた場合には（開動作、ステップＳ６のＹ
ｅｓ「Ｙ」）、図１１のステップＳ８に移行する。
【００５０】
　また、ステップＳ６において第１筐体３２を開く開動作をしないで（Ｎｏ「Ｎ」）、そ
のまま一定時間操作をしないか、又は第１筐体３２のサイドキー４２を押下した場合には
（ステップＳ７のＹｅｓ「Ｙ」）、再び表示面１２には待受け画面７０が表示されるよう
になる（ステップＳ１）。またステップＳ７において、一定時間以内に３方向レバー４４
を操作した場合には（Ｎｏ「Ｎ」）、表示面１２には，図８の第１の選択画面７２が表示
された状態が維持される。
【００５１】
　ステップＳ６で第１筐体３２を第２筐体３４に対して開いた場合には、主操作部１６の
十字キー１８等を使用することができるようになるので、誤動作を防止するため、サイド
キー４２及び３方向レバー４４の操作を無効とするためロックする（ステップＳ８）。そ
して、表示面１２には図９のアイコンによる第２の選択画面７４が表示される（ステップ
Ｓ９）。
【００５２】
　ユーザーはこの第２の選択画面７４からユーザーが希望する項目を十字キー１８により
選択及び決定することができ、選択及び決定した場合には（ステップＳ１０のＹｅｓ「Ｙ
」）、その項目に対応する各機能の動作に遷移する（ステップＳ１１）。
【００５３】
　この時、第２の選択画面７４は、項目をアイコン表示するようにしたことから、ユーザ
ーは各項目の機能を直感的に理解することができるとともに、このようなアイコンを縦横
２次元的に配列するようにしたことから一度に多数の項目を表示面１２に表示させること
ができる。
【００５４】
　しかも、第２の選択画面７４が表示される開状態では主操作部１６、特に上下左右の操
作が可能な十字キー１８を用いることができるため、縦横２次元的に配列されたアイコン
の中から希望するアイコン（項目）を容易に選択及び決定することができる。
【００５５】
　また、ユーザーが第２の選択画面７４から特定の項目を選択せずに、又は特定の項目を
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選択した後これを決定するための操作を行わずに（ステップＳ１０のＮｏ「Ｎ」）、第１
筐体３２と第２筐体３４を重ねた場合には（閉動作、ステップＳ１２のＹｅｓ「Ｙ」）、
サイドキー４２及び３方向レバー４４の操作無効のロックを解除して、図１０のステップ
Ｓ３に移行する。
【００５６】
　また、ユーザーが第２の選択画面７４から特定の項目を選択せずに、又は特定の項目を
選択した後これを決定するための操作を行わず（ステップＳ１０のＮｏ「Ｎ」）、また第
１筐体３２と第２筐体３４を重ねる閉動作もせずに（ステップＳ１２のＮｏ「Ｎ」）、そ
のまま一定時間操作をしないか、又は主操作部３２のいずれかの特定のキー、例えばＦ１
（ファンクション１）キーを押下した場合には（ステップＳ１４のＹｅｓ「Ｙ」）、表示
面１２には、図７に示す待受け画面７０が表示されるようになる（ステップＳ１５）。
【００５７】
　ここで、ステップＳ１５において表示される待受け画面７０は、閉動作をしないことに
より開いた状態のままなので、ステップＳ１の閉状態での待受け画面７０とは上下方向が
逆向きとなるように表示される。
【００５８】
　表示面１２に待受け画面７０が表示されているステップＳ１５の状態で、主操作部１６
の十字キー１８が操作された場合には（ステップＳ１６のＹｅｓ「Ｙ」）、再び表示面１
２には図９のアイコンによる第２の選択画面７４が表示される（ステップＳ９）。
【００５９】
　なお、図１０のステップＳ４において、ユーザーが、図８に示す第１の選択画面７２か
ら特定の項目を選択した後に、その選択した項目に決定する操作を行わずに、第１筐体３
２を第２筐体３４に対して開いた場合には（ステップＳ６のＹｅｓ「Ｙ」）、ステップ９
で表示される、図９に示すアイコンによる第２の選択画面７４で、ステップ４において選
択した特定の項目に相当する項目が選択されているようになっていてもよい。
【００６０】
　また、図１乃至図４に示す重ね型携帯電話機３０では、補助操作部を第１筐体３２及び
第２筐体３４の各側面３８，４０に配置した例を示したが、これ以外に第１筐体３２の表
示部１１が配置された面や第２筐体３４の主操作部１６が配置された面と隣り合う端面な
ど、閉状態にて第１筐体３２と第２筐体３４の互いに対向する面以外の面に配置してあれ
ば良い。
【００６１】
　ただし、閉状態における片手での操作性を考慮すると、補助操作部は第１筐体３２の表
示部１１が配置される面と隣り合う側面及び／又は第２筐体３４の主操作部１６が配置さ
れる面と隣り合う側面に設けることが好ましい。
【００６２】
　以上、本発明に係る重ね型携帯端末装置の実施の形態について示したが、本発明は、重
ね型携帯端末装置が３つ以上の筐体により構成されている場合であっても、同様の技術的
思想に基づいて適用することができることはいうまでもない。
【００６３】
　さらに、上記実施の形態においては携帯電話機について説明したが、本発明は、ＰＤＡ
等の他の種類の携帯端末装置にも、同様に適用することができる。
【００６４】
　また、両筐体の開閉を検出する状態検出部と、表示部の表示画面を切り換える制御部を
設け、制御部により前記状態検出部に基づく開閉状態に応じて第１の選択画面と第２の選
択画面を切り換えるようにすることで、開閉状態に応じた選択画面を表示させることがで
きるとともに、第１又は第２の選択画面における特定の項目が選択された状態から開動作
又は閉動作によって選択画面が切り換わった時、前記特定の項目に相当する項目が選択さ
れるようにすることで、操作のやり直しをする必要がなく便利である。
【図面の簡単な説明】
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【００６５】
【図１】本発明の一実施の形態に係る重ね型携帯電話機３０を示す正面図である。
【図２】図１における重ね型携帯電話機３０の左側面図である。
【図３】図１における重ね型携帯電話機３０の開いた状態を示す正面図である。
【図４】図１における重ね型携帯電話機３０の開いた状態を示す背面図である。
【図５】図１における３方向レバー４４を示す部分拡大図である。
【図６】図１における重ね型携帯電話機３０の回路図である。
【図７】図１における表示面１２に表示される待受け画面７０を示す図である。
【図８】図１における表示面１２に表示される選択画面７２を示す図である。
【図９】図１における表示面１２に表示される選択画面７４を示す図である。
【図１０】図１における重ね型携帯電話機３０の動作を示すフローチャートである。
【図１１】図１における重ね型携帯電話機３０の動作を示すフローチャートである。
【図１２】従来の折り畳み型携帯電話機２を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００６６】
２　折り畳み型携帯電話機
４，６　筐体
１０　内側面
１１　表示部
１２　画像表示面
１３ａ，１３ｂ　スピーカー
１４　内側面
１５　マイク
１６　主操作部
１８　十字キー
３０　重ね型携帯電話機
３２　第１筐体
３４　第２筐体
３６　軸
３８，４０　側面
４２　サイドキー
４４　３方向レバー
４６　カメラ
４８　鏡
５０　録画用マイク
６０　各種機能部
６２　制御部
６４　状態検出手段
７０　待受け画面
７２　第１の選択画面
７４　第２の選択画面
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